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 要  旨 
近年，無線通信を活用したアプリケーションの多様化により通信トラヒックが爆発的に増加し，無
線周波数資源の不足が問題となっている．一方で，既存のシステムが利用している帯域でも，時間的・
空間的に利用されていない周波数帯域のすき間が存在することが知られており，この空き帯域を二次
的に利用することで周波数利用効率の改善を行うことのできるコグニティブ無線（CR: Cognitive 
Radio）が大きな注目を集めている．CR における周波数共用では，セカンダリユーザ（SU: Secondary 
User）がプライマリユーザ（PU: Primary User）に与えられている帯域を，二次的に共用するため，
PU を保護しつつ SU がその帯域を利用する必要がある．PU を保護するために，SU から PU へ発生
した与干渉量を推定または制限をしなければならない． 既存研究では，SU から与干渉の影響により
PU 通信の品質が一定以下に劣化しない限りの SU が PU の帯域の共用，又は PU 通信を保護した上で
の，SU チャネル容量を最大化するため，SU の最適電力制御の検討が行われている．しかし， これ
らの検討はある特定の伝搬モデルを仮定し，すべてそのモデルに従っているとした検討であり，特定
の伝搬モデルで表現しきることのできない実環境への適用は難しいと考えられる． 
実環境における PU 特性を保護するため，伝搬環境を正確に推定するには，PU 送受信機の位置情報，
位置に応じた電波伝搬減衰情報，フェージングなどの瞬時値情報が必要となる．PU は自らの通信を保
護してもらうためにこれらの情報を SU に提供することが考えられるが，電波伝搬に関する電波伝搬
減衰情報や瞬時値変動の情報は，PU から SU への提供は簡単ではない．そこで，筆者らは SU が通信
を行っていない際に，その位置における PU 信号を観測し，その観測情報をデータベースに収集する
ことで，電波伝搬に関する情報を得る電波環境データベース（RED: Radio Environment Database）
を提案している．筆者らは，周波数共用環境を想定し，PU 信号電力の推定値を，到達位置に応じて
SU に提供することのできる RED についての検討を行っている． 
RED では，無線環境を観測する多数の端末からの観測情報を統計処理して蓄積することで，位置に応
じた PU 受信電力の平均値および観測誤差を SU へ提供することが可能となる．しかし，あらゆる空
間をデータベースに登録するのは，RED の情報量が膨大になってしまうという問題がある．そこで，
本稿では RED の観測情報を空間的に量子化し，量子化したブロック毎に統計処理をしてデータベース
を構築する手法を提案する．計算機シミュレーションにより RED 情報の精度を一定以上確保した上
で，RED の情報量を削減することができる量子化ブロックサイズについて評価し，提案手法の有効性
を確認する． 
 
